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かわまちづくり計画書の全体構成（案）
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１.市町村及び河川の概要

■まちの基盤

田丸城跡

• 古くから伊勢神宮への参宮客が集まる交通の要衝で、北畠親房と北畠顕信によって築かれたとされる田
丸城がある宿場町として栄えてきた。

• 周辺にはアスピア玉城、玉城ふれあい農園といった観光スポットが存在している。

アスピア玉城

■玉城町の概要

• 玉城町は、三重県の中部に位置し、市の南東部で伊勢市との
境界に宮川が流れる。

• 古来より伊勢参宮の宿場町、世界遺産熊野古道の街道起点
をなす要衝として栄え、現在はJR参宮線や伊勢自動車道が
通っている。

• 人口：1.5万人（R4.8末時点） ・面積：40.91km2

玉城ふれあい農園

出典：玉城町都市計画
マスタープラン
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■主な河川
• 玉城町と伊勢市の境界にあたる南東端を宮川が流れている。
• 宮川は全国有数の清流として知られ、何度も清流日本一となっている。
• 広い高水敷には河川公園や各種スポーツ広場、あるいは採草地等として利用されている。特に、桜の名勝

である宮川堤は、広大な公園として整備され、伊勢神宮に関わる伝統的な行事の陸曳の起点となっている。
また、玉城町内の河川敷には「たまき水辺の楽校」がR1に開園した。

１.市町村及び河川の概要
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■河川利用状況
• 玉城町昼田地区の河川敷に、水辺の楽校を整備し令和元年５月に開校した。
• 水遊びができるせせらぎ水路やキャンプやイベント等ができる広い高水敷の広場が整備され、水遊びや散

策・キャンプ等を中心に休日にはのべ200人を超える利用がされている。
• 星空観察会やデイキャンプと音楽の融合イベントなどが地元主導の取組みで行われている。

１.市町村及び河川の概要

水辺の憩いの場としての利用

高水敷の利用（オートキャンプ）
（R3.5.23）

せせらぎ水路の利用
(R3.5.23）

利用者数の推移（上段：調査時の気象条件（気温、降水量）、下段：利用者数）
※キャンプはR3.7までは散策に含む

イベントの場としての利用

天体観測(玉城町教育委員会主催）（R2.8.22）

クリーン大作戦（R2.10.25)
水生生物調査の実施

（R元.6.12：玉城町立下外城田小学校）

園路の利用（自転車利用）
(R3.5.23）

ミナテラスキャンプ（R4.11.5)

デイキャンプエリア オトテラスステージ 出店ブース
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キャンプ

水遊び

水泳

水上スポーツ
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水辺の楽校完成式
(R1.5.25)

車の乗り入れ可
手押しポンプ設置(R2秋)

水辺の楽校完成式
(R1.5.25)

車の乗り入れ可
手押しポンプ設置(R2秋)
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２.水辺とまちづくりに関する基本方針

■関連計画における河川の位置づけ
• 宮川水系河川整備計画（H27.11）では、人と河川との豊かなふれあいの場の整備として、「地域住民との連携

や宮川の上下流との交流を創出する場となる水辺の整備･利活用計画による､良好なまちと水辺が融合した
空間形成の円滑な推進を図る」こととしている。

• 第6次玉城町総合計画（R3.3）、玉城町都市計画マスタープラン（R4.3）、第一次玉城町観光振興計画（R2.11）
等の玉城町の各種計画において、既存施設を活用した地域活性化を目指しており、たまき水辺の楽校をさら
に充実していくことが位置付けられている。

●関連計画での位置づけ
★「第6次玉城町総合計画（R3.3)」におけるまちづくりの目標
・人と文化が育ち、愛着が感じられるまち
・まちの活力を高め、持続的に発展できるまち
◎観光入れ込み客数の目標：2030年に300,000人

★第１次玉城町観光振興計画（R2.11）
・計画の目標 観光レクリエーション入れ込み客数

2025年に280,000人（2019年 265,901人）
・新たな観光資源の発掘と魅力向上

水辺の楽校の活用に努めていく

★玉城町都市計画マスタープラン（R4.3）
・水辺の楽校 水と緑の拠点として、自然融合型の

公園・緑地を整備

＜国＞
●宮川水系河川整備基本方針（H19.11）
●宮川水系河川整備計画（H27.11）

玉城町かわまちづくり計画

＜市町＞
玉城町
●第6次玉城町総合計画（R3.3）
●第1次玉城町観光振興計画（R2.11）
●玉城町都市計画マスタープラン（R4.3）

など

かわづくりの方針

まちづくりの方針
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２.水辺とまちづくりに関する基本方針

■玉城町の強み、課題

●玉城町の強み
◇伊勢参宮の宿場町、熊野古道の街道起点や田丸城跡を中心とした歴史文化に溢れる町
◇宮川の清流を活用した水辺の楽校でのキャンプ利用
◇「玉城豚」や柿、いちご、米といった特産品の存在
◇アスピア玉城、玉城ふれあい農園といった観光スポットの存在

玉城町の観光入れ込み客数
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込
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玉城町の観光入れ込み客数の推移と目標

H26をピークに減
少傾向

●玉城町の課題と目標
（課題）

（目標）
・地域資源を活用し、観光入れ込み客数の拡大を目指す。
・計画の目標 観光レクリエーション入れ込み客数

2030（R12）年に300,000人（第６次総合計画）

＜観光入れ込み客数の減少＞
・魅力のある地域資源があるものの、H26をピークに観光入れ込み客数が減少傾向である。
＜地域資源の活用による更なる賑わいの創出＞
・魅力ある資源を十分に生かしきれていないことから、
地域資源を活用した観光・交流機能の強化が必要である。

＜持続可能なまちづくり＞
・人口減少が進行していることから、まちの活力を高め、
持続的に発展できるまちづくりが必要である。
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２.水辺とまちづくりに関する基本方針

■かわまちづくりにより目指す姿（案）

●かわまちづくりにより目指す未来の姿（案）
『清流宮川と玉城町の「自然」「歴史」「にぎわい」の交流拠点の創出

～清流宮川から「にぎわい」を街中へ～』
・新たな観光資源としての魅力アップによる観光交流人口の拡大
・様々な活用メニューを通じた世代間交流と活力向上による町への愛着の拡大（定住人口の維持）

伊勢神宮（外宮）

玉城ふれあい農園

アスピア玉城

田丸城跡
玉城町役場JR参宮線

近鉄山田線

宮川堤桜づつみ

かわまちづくり
整備箇所

玉城IC

伊勢自動車道

宮川

玉城町

Google Earth

伊勢神宮（内宮）

伊勢IC

伊勢西IC

伊勢市

度会町

「にぎわい」を街中へ



基本方針１ 宮川の持つ魅力を活かしたかわづくり

宮川で整備されている水辺の楽校や高水敷空間の利用施設を活かすとともに、豊かな自然環境や景観を保全し、
多様な生き物との共生が図られるよう、これらの利用と自然環境が融合した河川空間づくりを推進する。

基本方針２ 歴史資源や既存施設を活かしたかわとまちの回遊性の向上

玉城町内に分布する歴史資源や宮川河川敷内の既存施設をつなぐことで、河川空間とまちが一体となるような
回遊性の向上を推進する。

基本方針３ 宮川の新たな魅力の発信

宮川の特性を活かした新たなイベントの展開、SNSを活用した情報発信等、宮川の沿川市町が一体となった新た
な魅力の発信を推進する。

■基本方針（案）

２.水辺とまちづくりに関する基本方針

宮川河川敷公園
たまき水辺
の楽校

計画対象範囲

宮川

●尾崎咢堂記念館

■計画対象範囲

• かわまち計画の対象範囲は、たまき水辺の
楽校（玉城町昼田地区）」周辺を対象とする。

• ソフト施策は、まちとの回遊性も踏まえ、玉城
町全域で実施する施策も含む。
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３．かわまちづくりの当面のハード整備

10

盛り土によるスペースの確保

・バス停の待合スペースと歩道の確保

・駐車スペースの確保

・きれいなトイレの整備

・水洗い場の整備

・着替えスペースの確保

・ヘリポートの整備

横断歩道の整備

ワンド周辺の整備

（森の遊び場）

・バス停の待合スペースと歩道の確保

・道路からのアクセスの改善

・川の生き物の自然観察

・昆虫採集

・「カワガキ」の復活

・釣り整備

船着き場の整備

・カヌーなどの川遊び

・笹舟

・写真映えするスポットづくり

・ヨーヨー釣り

・釣り整備

■第１回、第２回WSで出た意見を踏まえた整備内容（案）



３．かわまちづくりの当面のハード整備

■整備イメージ（他河川事例）

狩野川函南かわまちづくり

桑名市住吉地区

狩野川

揖斐川

堤防天端広場の活用（イベント）

狩野川さくら公園

船着き場（階段護岸）

狩野川

11

堤防上の駐車場

トイレ、管理棟


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12

